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新
緑
が
日
々
に
そ
の
濃
さ
を
増
す

五
月
二
十
六
日
（
土
）、
今
年
も
大

分
県
立
国
東
高
等
学
校
伊
予
野
丘
同

窓
会
が
、多
く
の
方
々
の
ご
出
席
（
九

十
八
名
）
を
戴
き
、
ホ
テ
ル
ベ
イ
グ

ラ
ン
ド
国
東
・
ア
ト
レ
ホ
ー
ル
に
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
十
二
時
半
に
滝
口
副
会

長
（
高
校
14
回
生
）
の
開
会
の
言
葉

に
始
ま
り
ま
し
た
。
物
故
者
の
追
悼

の
後
、
福
田
榮
同
窓
会
長
（
高
校
12

回
生
）
挨
拶
に
続
き
、
同
窓
会
顧
問

団
代
表
と
し
て
、
岸
本
千
年
氏
（
旧

中
11
回
生
）
に
、
お
変
わ
り
の
な
い

矍
鑠
た
る
ご
挨
拶
を
頂
き
、
出
席
者

一
同
元
気
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
続
い

て
三
河
明
史
国
東
市
長
（
高
校
19
回

生
）
か
ら
国
東
市
の
現
状
報
告
を
兼

ね
た
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
寺
本
尊
裕
現
国
東
高
校
長
か
ら

学
校
の
現
況
説
明
を
主
に
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、豊
田
信
敏
元
校
長
（
高

校
21
回
生
）
を
議
長
に
選
出
し
て
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
堤
康
二
郎
事
務

局
長
（
高
校
31
回
生
）
か
ら
平
成
29

年
度
事
業
並
び
に
会
計
報
告
が
あ

り
、
溝
部
昭
一
監
事
（
高
校
11
回
生
）

に
よ
る
監
査
報
告
に
続
き
、
平
成
30

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
上
程
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
天
台
宗
興
導
寺
摩

尼
尊
彦
住
職
（
高
校
31
回
生
）
に
『
僧

侶
が
語
る
六
郷
満
山
の
魅
力
』
と
題

し
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
丁

度
『
く
に
さ
き
の
鬼
文
化
』
が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
話
題
に
、
出
席
者
一
同
熱

心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
年
に
一
度
の
機
会

に
歓
談
の
輪
は
続
き
、
閉
会
の
時
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
有
志
約
二

十
一
名
は
、
田
深
の
川
口
屋
へ
場
を

移
し
、
更
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

（
文
責　

高
校
22
回
生　

猪
部
敬
彦
）

総会は5月第4土曜日　各支部長に連絡してください

同
窓
会
長

   

福
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榮

副
会
長

　
木
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昌
夫

　
寺
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尊
裕

　
　
　
　
　︵
校
長
︶

　
瀧
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和
男

　
秋
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良
二

　
角
田 

　
貞
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武
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洋
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橋
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桂
子

監
　
事

　
國
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秀
光

　
　
　   

︵
兼
広
報
︶

　
宮
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正
敏

事
務
局
長

　
堤
　 

康
二
郎

広
　
報

　
國
廣 

　
秀
光

　
　
　   

︵
兼
監
事
︶

　
猪
部
　 

敬
彦

会
　
計

　
秋
吉 

　
忠
雄

顧
　
問

　
森
本 

　
寛
尓

　
魚
返 

　
敬
之

　
小
野 

　
弘
利

　
大
土
井 

政
臣

　
藤
本 

　
昭
夫

　
野
田 

　
侃
生

　
三
河 

　
明
史

　
豊
田 

　
信
敏

姫
島
支
部
長

　
須
賀 

　
祥
喜

国
見
支
部
長

　
岐
部 

　
靖
弘

来
浦
支
部
長

　
北
島 

　
一
利

富
来
支
部
長

　
宮
本 

　
季
生

川
北
支
部
長

　
井
村 

　
義
幸

川
南
支
部
長

　
鶴
田 

馨
一
郎

上
国
崎
支
部
長

　
参
　 

　
一
如

豊
崎
支
部
長

　
岡
　 

　
直
樹

旭
日
支
部
長

　
山
本 

　
泰
光

武
蔵
支
部
長

　
徳
丸 

　
憲
士

安
岐
支
部
長

　
野
田 

　
忠
治

杵
築
支
部
長

　
清
原 

　
洋
一

別
府
支
部
長

　
郷
司 

　
義
明

大
分
支
部
長

　
田
口 

　
正
高

福
岡
支
部
長

　
竹
田
津
　 

豊

大
阪
同
窓
会
長

　
萱
嶋 

　
時
信

東
京
同
窓
会
長

　
吉
武 

考
三
郎

平
成
30
年
度 

同
窓
会
組
織

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度

　

会
議
は
、
会
長
挨
拶
の
後
、
国
東

高
校
10
周
年
記
念
行
事
に
対
す
る
補

助
に
つ
い
て
説
明
、
顧
問
の
三
河
国

東
市
長
が
挨
拶
で
高
校
定
員
減
や
大

学
入
試
特
別
支
援
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
29
年
度
の
報
告
と
30
年

度
の
計
画
や
予
算
等
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
が
、
監
査
報
告
で
の
奨
学
金
償

還
問
題
、
役
員
改
選
案
、
規
約
改
正

案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
５
月
26
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
通
常
総
会
で
の
議
事
内
容
と
講

師
の
予
定
案
が
決
ま
り
、
新
た
な
規

約
改
正
（
案
）
と
し
て
、
入
学
準
備

金
援
助
制
度
（
経
済
的
理
由
で
援
助

が
必
要
な
小
中
高
等
の
入
校
生
に
支

給
）
と
、
現
国
東
高
等
学
校
の
卒
業

生
に
つ
い
て
（
伊
予
野
丘
同
窓
会
の

会
員
に
加
え
る
案
等
）
に
つ
い
て
慎

重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
再
検
討
の
余
地
あ
り
と
し
て
継
続

審
議
と
な
り
ま
し
た
。

伊
予
野
丘
同
窓
会  

理
事
会

伊
予
野
丘
同
窓
会  

理
事
会

伊
予
野
丘
同
窓
会  

理
事
会

常
任
理
事
会
が
４
月
28
日
海
喜
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
理
事
会
が
４
月
28
日
海
喜
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成29年度

国
東
高
校
同
窓
会

　   

別
府
支
部
総
会

国
東
高
校
同
窓
会

　   

別
府
支
部
総
会

開
催
さ
る

定
時
総
会

平
成
30
年
度

福 田　 榮福 田　 榮寺本  尊裕寺本  尊裕

豊田  信敏豊田  信敏三河  明史三河  明史

▶ 

監
事
の
溝
部
さ
ん
へ
感
謝
状
贈
呈



　

憲
法
を
辞
書
で
引
く
と
、「
国
家

の
組
織
・
作
用
の
基
本
を
定
め
、
国

民
の
基
本
的
権
利
を
保
障
す
る
規

定
を
持
つ
法
律
」と
あ
る
。
す
る
と
、

刻
一
刻
と
変
わ
る
国
内
・
国
際
情
勢

の
中
で
、
国
家
を
保
ち
国
民
の
基
本

的
権
利
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
当

然
、
改
憲
は
避
け
て
通
れ
な
い
事
に

な
る
。
事
実
、
殆
ど
の
国
々
が
実
状

に
合
わ
せ
て
し
ば
し
ば
改
憲
を
行
っ

て
い
る
。

　

さ
て
わ
が
国
。
現
日
本
国
憲
法
は

Ｇ
Ｈ
Ｑ
作
成
の
一
種
の
宮
刑
で
あ

り
、
日
本
を
骨
抜
き
に
す
る
為
で

あ
っ
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家

や
有
識
者
の
方
か
ら
も
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
日

本
の
憲
法
学
者
と
称
す
る
方
々
は
こ

れ
を
物
理
か
数
学
の
公
式
み
た
い
に

絶
対
不
変
の
モ
ノ
と
し
て
扱
い
、
ど

の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
だ
け
を
考
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
押

し
付
け
憲
法
の
門
番
、
単
な
る
護
憲

論
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。
憲
法
審
査

会
に
呼
ん
で
も
無
意
味
だ
っ
た
訳
で

あ
る
。

　

憲
法
学
者
を
自
認
す
る
方
々
は
、

何
故
こ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
下
で
東
大
法
学
部

教
授
と
し
て
日
本
の
憲
法
学
の
頂
点

に
立
っ
た
宮
沢
俊
義
と
い
う
方
が
お

ら
れ
る
。
戦
後
の
日
本
の
憲
法
学
者

の
多
く
が
こ
の
宮
沢
氏
の
教
え
を
受

け
継
い
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、「
保
守
と
は
何
か
」
を
著
し
た

江
藤
淳（
故
人
）が「
旧
憲
法
と
違
っ

て
現
行
憲
法
学
に
よ
る
天
皇
陛
下
の

御
地
位
は
い
か
な
る
も
の
で
す
か
。

日
本
の
元
首
は
ど
な
た
で
す
か
。」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
今
の
陛
下
の

御
地
位
は
総
理
大
臣
官
邸
の
門
番

く
ら
い
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。
元
首

と
い
う
の
は
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
敢
え
て
言
え
ば
内
閣
総
理
大
臣

に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。」
と
答

え
ら
れ
、ま
た
、著
書
の
中
で
は
「
天

皇
は
内
閣
の
意
の
ま
ま
に
﹇
め
く
ら

判
﹈」
を
押
す
だ
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
の

よ
う
な
存
在
で
あ
る
。」
と
何
度
も

述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

天
皇
観
ひ
と
つ
と
っ
て
挙
げ
て

も
、
こ
れ
が
戦
後
の
憲
法
学
の
最
高

の
地
位
に
あ
っ
た
方
の
考
え
で
あ

る
。
歴
史
的
に
観
て
、
皇
室
は
日
本

文
明
の
核
と
言
っ
て
良
く
、
今
な
お

日
本
人
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
の

に
、
こ
れ
で
は
ま
さ
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
御

用
学
者
と
言
っ
て
良
い
の
で
は
な
い

か
。
　

現
憲
法
は
、
そ
の
前
文
に
お
い
て

す
ら
国
の
安
全
と
生
存
と
平
和
を
愛

す
る
？
他
国
の
公
正
と
信
義
？
に
頼

り
、
ま
た
国
民
と
政
府
と
の
対
立
を

謳
う
な
ど
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
と

思
う
が
、
何
よ
り
２
７
０
０
年
近
く

の
確
固
と
し
た
歴
史
を
持
つ
日
本
の

薫
り
が
し
な
い
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
基

本
の
「
家
族
」
に
つ
い
て
の
項
目
が

な
い
。

　

個
人
的
に
は
、
第
９
条
に
限
定
せ

ず
、
緊
急
事
態
法
、
国
防
軍
創
設
等

も
含
め
て
前
文
か
ら
改
憲
し
、
普
通

の
国
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
希
望
し

て
い
る
。

　

拉
致
問
題
や
領
土
問
題
で
も
ア

メ
リ
カ
頼
み
で
、
属
国
の
よ
う
な
振

る
舞
い
し
か
出
来
な
い
現
憲
法
の
ま

ま
で
は
、
昨
今
の
国
際
情
勢
を
考
え

る
と
、
国
土
も
国
民
の
基
本
的
人
権

も
と
う
て
い
守
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
６
月
）

　
二
十
六
才
の
こ
ろ
か
ら
、
五
十
年

余
り
不
即
不
離
の
交
流
を
浴
し
、
最

も
強
い
影
響
を
受
け
た
畏
敬
の
知
人

と
い
う
べ
き
人
格
で
あ
る
。
あ
る
日

「
木
鶏
」
を
知
っ
て
い
る
か
と
聞
か

れ
、
荘
子
か
何
か
に
あ
っ
た
と
い
う

と
、「
双
葉
山
が
敗
れ
た
と
き
」
の

話
を
さ
れ
た
。
私
は
相
撲
も
力
士
も

無
知
で
、
名
文
句
も
何
も
知
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
教
師
の
あ
り
方

に
つ
い
て
「
あ
の
先
生
は
読
む
べ
き

も
の
は
読
ん
で
い
る
」
と
い
う
こ
と

を
話
さ
れ
た
。
私
は
読
書
人
に
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
で
も
不
勉

強
の
自
分
が
叱
咤
さ
れ
て
い
る
と
思

う
の
で
あ
る
。

　

愚
鈍
な
若
者
を
嘲
け
る
の
で
は
な

く
、
育
つ
か
ど
う
か
を
見
て
い
る
表

情
と
思
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
歯
科

に
通
い
は
じ
め
て
、
金
冠
が
で
き
る

こ
ろ
治
療
を
や
め
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
先
生
は
、
私
の
い
い
か
げ
ん
な

態
度
に
つ
い
て
一
度
も
ふ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
治
療
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
よ
り
も
、
先
生
の
姿
勢
が
、

私
の
人
生
の
い
ま
し
め
と
し
て
大
き

な
治
療
に
な
っ
て
い
る
。

　

短
絡
的
な
学
校
関
係
者
は
、
学
校

を
自
己
の
名
利
に
な
る
時
だ
け
利
用

す
る
。
選
挙
の
た
め
、
親
族
の
た
め
、

自
分
自
身
の
安
定
の
た
め
、
不
正
や

難
題
を
も
ち
か
け
る
。学
校
幹
部
も
、

「
自
分
の
実
績
」
に
せ
ん
も
の
と
右

往
左
往
す
る
。
岸
本
先
生
は
、
そ
う

し
た
不
正
が
学
校
を
維
持
す
る
方
法

と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
教
師
自

身
の
内
容
か
ら
出
て
く
る
英
知
の
輝

き
に
期
待
し
て
、
人
間
臭
い
弱
さ
か

ら
出
る
愚
行
を
見
の
が
し
た
と
思

う
。
無
言
で
職
分
の
責
任
を
要
求
し

て
い
た
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。
私
は
、

い
つ
も
叱
ら
な
い
で
強
く
い
ま
し
め

ら
れ
て
い
る
思
い
で
い
た
。

　

過
日
、
あ
る
校
長
の
就
任
パ
ー

テ
ィ
ー
で
「
校
長
は
同
窓
会
も
指
導

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
。
先
輩
諸
氏
か
ら
若
造
の
校
長
が

激
励
さ
れ
る
の
も
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
が
、
校
長
の
社
会
的
存
在
を
要
求

す
る
面
が
価
値
あ
る
と
考
え
た
。
数

伊
予
野
丘
同
窓
会
会
長
　
福
田
　
　
榮

憲
法
に
つ
い
て

憲
法
に
つ
い
て

元
国
東
高
校
職
員
　
武
多
　
成
道

岸
本
千
年
先
生

岸
本
千
年
先
生

　

謹
ん
で
、
岸
本
千
年
先
生
に
お
別
れ

の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
生
は
、
去
る
五
月
二
十
六
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
国
東
高
校
伊
予
野
丘
同

窓
会
に
久
し
ぶ
り
に
お
出
で
頂
き
、
顧
問

代
表
と
し
て
い
つ
も
通
り
に
簡
潔
明
瞭

な
ご
挨
拶
を
し
て
頂
い
た
ば
か
り
で
し

た
の
に
、
本
日
こ
う
し
て
お
別
れ
の
辞
を

述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
生
者
必

滅
と
は
言
え
、
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い

思
い
で
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
は
、
藤
本
熊
雄
同
窓
会
長
の
下
、

副
会
長
に
ご
就
任
か
ら
数
え
て
通
算
四

十
数
年
間
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
は
会

長
と
し
て
ひ
た
す
ら
同
窓
会
の
基
礎
創

り
に
ご
尽
力
さ
れ
、
今
日
の
発
展
を
も
た

ら
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
先
生
と
ご
同
級
生
の
長
峰
久

止
先
生
の
後
任
と
し
て
副
会
長
に
つ
か

せ
て
頂
い
て
か
ら
ご
厚
誼
頂
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
以
来
、
大
先
輩
と
し
て

多
方
面
に
わ
た
り
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
十
六
年
に
私
が
会
長
に
就

任
し
て
か
ら
は
、
時
に
厳
し
く
、
時
に
優

し
く
会
長
の
在
り
方
、
同
窓
会
の
在
り

方
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

東
京
や
大
阪
の
支
部
の
総
会
に
何
度

か
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
参
加

者
の
名
前
や
出
身
地
を
殆
ど
覚
え
て
お

ら
れ
、
そ
の
記
憶
力
の
凄
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

月
に
一
回
開
催
の
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
を

楽
し
む
会
で
は
、
注
が
れ
る
ま
ま
に
飲
み

干
し
、
そ
し
て
酔
わ
れ
た
お
姿
を
つ
い
ぞ

目
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
理
由
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
陸
軍
の
少

尉
、
更
に
は
中
尉
と
し
て
部
下
に
醜
態
を

見
せ
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
習

慣
か
ら
こ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
事
が
万
事
、
常
に
人
の
上
に
立
つ
も

の
の
矜
持
、
心
構
え
を
保
ち
、
処
し
て
い

か
れ
る
お
姿
に
深
く
敬
服
の
念
を
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
盆
踊
り
の
口
説
き
は
プ

ロ
並
で
、
田
深
地
区
の
大
会
に
は
必
ず
お

出
で
頂
き
、
そ
の
美
声
を
響
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
教
え
て
頂
き
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
の
に
、
本
当
に
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
会
合
で
の
先
生
の

ご
挨
拶
は
、
常
に
簡
潔
に
し
て
明
瞭
、
一

種
の
名
物
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お

旅
立
ち
も
そ
の
よ
う
な
感
じ
で
、
悲
し
い

中
に
流
石
、
先
生
と
い
っ
た
思
い
も
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

先
生
、
長
い
間
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

家
業
は
息
子
さ
ん
が
立
派
に
継
い
で

お
ら
れ
ま
す
。
心
置
き
な
く
ゆ
っ
く
り
お

休
み
く
だ
さ
い
。

　

岸
本
先
生
、
さ
よ
う
な
ら
。

　

伊
予
野
丘
同
窓
会
会
長　

福
田　

 

榮

校
を
転
勤
し
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓

会
を
見
て
来
て
、
学
校
と
い
う
社
会

的
存
在
を
能
動
的
に
機
能
さ
せ
る
視

点
の
な
い
教
員
は
失
格
で
あ
る
。
目

先
の
「
学
校
運
営
上
」
と
か
い
っ
て

無
理
を
通
す
校
長
の
弱
さ
が「
向
上
」

を
害
す
る
。

　

同
窓
会
は
「
生
徒
の
教
育
は
で
き

な
い
」
が
、
校
長
や
教
員
の
教
育
が

で
き
る
。
学
校
教
育
へ
の
介
入
で
は

な
く
、
地
域
教
育
の
振
興
で
あ
る
。

同
窓
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
友
好
団
体
や
支

援
団
体
で
は
な
い
毅
然
た
る
地
域
振

興
の
意
志
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
反
映
が
生
徒
の
向
上
で
あ
る
。

　

私
も
家
内
も
、
五
十
年
来
、
岸
本

先
生
を
な
が
め
な
が
ら
、
陰
に
陽
に

先
生
の
「
叱
咤
」
と
「
期
待
」
と
を

感
じ
て
来
た
。
先
生
の
信
条
は
、「
人

間
の
軟
弱
さ
」
を
捨
象
し
て
「
人
間

の
高
貴
さ
」
を
求
め
つ
づ
け
る
こ
と

だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
面
が
先
生
の

魅
力
で
あ
り
永
遠
の
生
命
で
あ
る
。

　

岸
本
先
生
の
冥
福
を
祈
る
と
い
う

よ
り
も
、
先
生
が
現
世
の
私
の
中
に

強
靭
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。
先
生
は
生
物
的
存
在
の
死

を
超
越
し
た
「
生
命
」
を
も
つ
人
格

で
あ
る
。
先
生
と
い
う
鏡
を
見
な
が

ら
、
応
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
馬
齢

を
重
ね
る
自
分
を
哀
れ
に
思
っ
て
い

る
。
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此
度
、
伊
予
野
丘
同
窓
会
に
於
い

て
、
諸
先
輩
方
々
を
前
に
し
て
の
講

演
の
講
師
の
使
命
を
賜
り
、
恐
悦
至

極
に
存
じ
ま
す
。
何
か
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
の
気
持
で
、
承
諾
い
た
し

ま
し
た
。

　

平
素
よ
り
、「
郷
土
愛
」
を
高
め

る
た
め
に
は
、郷
土
の
歴
史
を
学
び
、

郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
郷
土

に
誇
り
を
持
ち
、
住
ん
で
い
る
我
々

に
自
信
を
与
え
る
こ
と
が
、
大
切
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
自
坊
に
お
い
て
も
関

東
関
西
を
は
じ
め
、
広
島
福
岡
か
ら

た
く
さ
ん
の
参
拝
者
が
み
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
口
々
に
、
神
仏
の
里

「
く
に
さ
き
」
の
素
晴
ら
し
さ
、
こ

こ
に
住
ん
で
い
る
羨
ま
し
さ
を
、
話

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
を
聞
く
た
び

に
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ　

ｉ
ｎ　

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｉ
と
い
う
言
葉
が
脳
裏
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
我
々
は
、

先
人
が
築
き
上
げ
た
こ
の
国
東
を
大

切
に
し
な
が
ら
、「
郷
土
の
誇
り
」

を
次
世
代
に
教
え
伝
え
る
天
命
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、「
生
き
方
」

を
我
々
が
お
手
本
と
し
て
示
し
な
が

ら
、
郷
土
愛
を
育
む
先
輩
に
な
ら
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
我
々
に
は
、

先
人
か
ら
賜
っ
た
歴
史
と
い
う
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
切
な
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
、
活
か
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。「
楽
し
く
生
き
て
い
く
」

こ
の
実
践
こ
そ
が
、
大
事
で
あ
り
ま

す
。

摩
尼
　
尊
彦

六
郷
満
山
開
山

  

１
３
０
０
年
を
迎
え
て

六
郷
満
山
開
山

  

１
３
０
０
年
を
迎
え
て

弔
　
辞


